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1. はじめに
先進国では 1950年に 65歳以上の人口の割合は 7.7%

だったが,2015年には 17.6%まで増加している [1]. 高齢
者人口の増加に伴い,高齢者を介護する人口が高齢者に
対して足りなくなってきている.現在,メンタルヘルスに
は傾聴というカウンセリング技術がある.傾聴は,話し手
が聞き手に楽しかった思い出や現状への不満・将来への
不安を聞いてもらい,自身を受け入れてもらう感覚にな
ることによって,精神の安定を保つというカウンセリン
グ技術である.傾聴により高齢者の生活意欲を高めよう
という取り組みがある.ボランティアで傾聴を実施して
いる団体もある.しかし,少子高齢化が進んでいる中で十
分な数のボランティアを集めることは難しいと考えられ
る [2].世界的にカウンセリングは精神病患者に対して行
われることが多いが,高齢者に対しても効果的であるこ
とがわかっている.本論文では,傾聴中の生理信号から精
神状態を推定するモデルを構成し,傾聴の評価・改善点を
検知できるようなカウンセリング支援手法を提案する.

2. 高齢者の認知機能の維持へのアプローチ
2.1 認知機能低下の予防
高齢者は他者との積極的な会話がなくなることで,あ
らゆるものに対して意欲が低下したり,自発性が低下し
たり,感情の起伏が小さくなったり,周囲に無関心になっ
たりするような無気力症候群になってしまう [3].それが
結果的に認知機能の低下につながるということがわかっ
ている.その予防のひとつとして傾聴が行われている.し
かし,傾聴には技術的な能力が要求されるため,傾聴でき
る人材は限られている.そのため,現場ではメンタルヘル
スケアに携わることができる人材が不足している.

2.2 カウンセリングについての先行研究
1957 年に Rogers がカウンセリング基礎となる論文
を発表した [4]. 傾聴ではロジャーズの 3 原則と言われ
る”自己一致 (congruence)”, ”共感的理解 (empathic

understanding)”, ”無条件の肯定的配慮 (unconditional

positive regard)”が重要とされる.自己一致とは,わから
なかったところを聞き返したりするなど真摯な姿勢で話
を聞くことである.共感的理解とは,相手を理解し相手の
立場になって話を聞くということである.無条件の肯定
的配慮とは,相手の話を善悪や主観的な好き嫌いで評価
せずに,肯定的な関心を持ちながら話を聞くことである.

さらに Iveyはマイクロカウンセリングというカウン
セリング手法を提案した [5].この手法はさまざまなカウ
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ンセリングに共通するパターンに基づき,カウンセリン
グプロセスにおいて使用される手法を統合してカウンセ
リングのメタモデルとして定着している.

2.3 機械学習を用いた既存研究
機械学習を用いた既存の研究として 2018年に桑原ら
が非言語的特徴を用いて傾聴への関与態度の自動推定を
研究した [6].この研究では仮想の聞き手を作成するため
に人間同士での会話の向き合いレベルを評価している.4

人の評価者でラベルを付けた.しかしこの研究の評価は
各時点での精神状態を考慮しているが,時系列データに
基づいての精神状態の推移については考慮していない.精
神状態というのは前の状態に依存していると考えられる
ので瞬間の精神状態だけを考慮するのでは不十分である.

3. 高齢者の認知機能の維持へのアプローチ
3.1 状態遷移確率を用いた傾聴力の評価
本研究では,隠れマルコフモデル (HMM)を用いて,高
齢者の精神状態とその遷移確率を推定し,傾聴力の評価
と改善点をフィードバックする手法を提案する.ネガティ
ブな精神状態からポジティブな精神状態へ状態遷移をし
たとしよう.その状態遷移は話を聞いてもらっているう
ちに気分が良くなったということを意味するので 2.2節
で述べたロジャーズの 3原則のひとつである共感的理解
がうまくいっているといえる.つまりネガティブな精神
状態からポジティブな精神状態へ状態遷移すれば上手な
傾聴であるといえる.そのため傾聴力はバウム・ウェル
チアルゴリズムを用いて,状態遷移確率を算出したとき
のネガティブ状態からポジティブ状態への遷移確率で評
価する.さらに,話題について話すことがなくなれば,そ
れが生理現象として現れる.つまりその生理現象を加速
度センサなどのセンサでデータとして取得することによ
り,話題に対して飽きているか飽きていないかをデータ
分析で明らかにすることができる.

手法概要図を図 1に示す.まず,2人の被験者には加速
度センサ,脈波センサを装着してもらう.そして体圧セン
サが装着された椅子に着席してもらいオンライン通話ア
プリ Zoom を用いて実験してもらう.10分ごとに話題を
変えてもらいながら計 60分の実験を行ってもらう.通話
中のビデオは録画データとして記録し,その会話の内容
を文字起こしして高齢者と聞き手を区別しつつテキスト
データを作成する.

3.2 精神状態のモデル化
高齢者の精神状態に対するラベル付けをするにはテキ
スト化した会話の内容を感情分析することによりポジ
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図 1: 手法概要図

ティブ状態にあるかネガティブ状態にあるかのラベル付
けを行う.次に,HMMでモデルを作成する.センサで取
得された生理現象のデータを説明変数とし,目的変数を
精神状態とする.HMMでは状態遷移確率を計算できるの
で精神状態の推移を推定できる.

3.3 傾聴中の振る舞いの改善点の推定
傾聴中に 2.2節で述べた傾聴においてマイクロカウン
セリング技法を基に考えた傾聴において意識する項目を
表 1に示す.推定された評価によって傾聴の良し悪しが
わかると,意識する項目を抑えて傾聴ができているかを
評価できる.傾聴の良し悪しによって,話し手である高齢
者の話し方にも変化が現れるだろう.傾聴が上手くいっ
ているならば,話し手は気分が高揚し,心拍や身体の動き
に変化が起こる.加速度センサで首の動きや手の動きな
どのデータを取ればどの程度相槌を打っているかが推定
でき,体圧センサではどこの部位に圧力がかかっている
かわかるので,傾聴中にどのような姿勢で話を聞いてい
るかを推定することができる.また高齢者の発言と聞き
手の発言の類似度を算出することによって,どの程度高
齢者の語る内容に則して応答しているかが推定できる.

さらに生理現象から話題に対して飽きているか飽きてい
ないか推定できれば,話題の選択が適切であったかどう
かが評価できる.以上のことから傾聴中の振る舞いの改
善点を推定できる.

3.4 本研究の社会的貢献
本研究によって,熟練者の指導なしに傾聴中の振る舞
いの改善点をフィードバックされることにより傾聴未経
験者でも改善すべき点に気づくことができる.そのため,

熟練者でなくても傾聴ができるようになり,高齢者のメ
ンタルヘルスケアをできる人材を増やすことができる.

表 1: 傾聴時に意識する項目
意識する項目
語られたフレーズを繰り返す
開かれた質問,閉ざされた質問
語られた内容を言い換えて繰り返す
語られた内容を要約する
語るように問い返す
話し手に共感し,気持ちを言葉に表す
相槌などにより,聞いていることを示す

4. おわりに
本論文では,傾聴中の生理現象から精神状態を推定し,
傾聴の評価・改善点をフィードバックできるようなカウ
ンセリング支援手法を提案した. 今後, 傾聴より得られ
た会話の内容を分析し,聞き手の傾聴時の対応が優れて
いるか,改善点は何かを明確化する.その結果を傾聴者に
フィードバックすることにより,傾聴技量が改善してい
るかを実例を通して検証する.
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